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プレパレーション

①看護学生の思春期ピアカウンセリング・ピアエデュケーション活動を通した学びと自己の変化：グループインタビューの分析
（高崎健康福祉大学紀要Vol.6 pp.51～66，2007年）
②思春期ピアエデュケーションと高校生の性に対するイメージとの関連
（ヘルスサイエンス研究Vol.12（1） pp.45～50，2008年）
③中学校、高等学校教員の世代別の性教育に関する意識
（ヘルスサイエンス研究Vol.15（1）pp.61～66，2011年）
④看護職の疲労と睡眠に対する労働支援に関する研究動向
（看護学研究紀要Vol.2（1） pp.41～47，2014年）
⑤女性の妊婦の睡眠・疲労への支援に関する文献検討
（看護学研究紀要Vol.2（1） pp.49～54，2014年）
⑥妊娠・育児期にある臨床看護師の職場定着に向けての支援モデル構築
（平成24～26年度科学研究費助成事業　研究報告書　基盤研究C　課題番号24593280　研究代表者：杉原喜代美　2016年）
⑥総合病院の看護中間管理者による妊婦から育児期にあたる臨床看護師への支援に関する研究
（日本看護研究学会雑誌Vol.38（4） pp.15～24，2015年）

■主な著書

①泌尿・生殖器看護必携／各論Ⅲ章感染症・炎症
（学習研究社，1996年）
②小児看護学／12章さまざまな状況にある子どもと家族の看護／12.7 低出生体重児と家族
（オーム社、2014年）

■主な社会活動・地域活動

■主な受賞暦

■学位

小児の成長･発達、睡眠、病院における看護機能 2006年　3月 社会学修士（淑徳大学）

■主な論文・発表など

■研究キーワード・専門分野 ■最終学歴

看護学 2006年　3月 淑徳大学大学院社会学研究科社会
学専攻博士前期課程修了生涯発達看護学
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